
よくわかる！第２類消防設備士試験  正誤表 

本書の掲載内容に下記の誤りがございました。  

ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。 

 

頁 箇所 誤 正 

66 
問題 34 

解説 最下行 
アーク溶接は融接の一種です。 スポット溶接は圧接の一種です。 

254 鑑別５ ［1］ ・100ｍLの目盛付シリンダ ・1000ｍLの目盛付シリンダ 

306 鑑別２ A： 泡試料コレクタ台 泡試料コンテナ台 

 

P300 製図 1の問題  

※ 第２類 泡消火設備の水源は，他の給水設備とは共用できないため，このままの問題

では誤解を生じるおそれがあるため，問題，解答を下記のように変更いたします。 

 

製図 1 下図は泡消火設備の水源水槽である。 水源の有効水量とする部分を， 

それぞれの図に記入しなさい。 

ただし，画像は設問と直接係わりのない部分は省略している。 
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☆水源水槽の有効水量 
 

 

 

原図 （ 451 P300 製図１・問題用 ① ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図 （ 451 P307 製図１・解答用 ① ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図 （ 451 P300 製図１・問題用 ② ） 
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←水面 

  

 

有効水量 

⑴ 
⑵ 

⑴の間隔：１.６５Ｄ以上 ⑵の間隔：１５０㎜以上 

←水面 
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☆水源水槽の有効水量 
 

 

 

原図 （ 451 P300 製図１・問題用 ① ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図 （ 451 P307 製図１・解答用 ① ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図 （ 451 P300 製図１・問題用 ② ） 
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P307 製図 1の解答  

 

製図 1  
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☆水源水槽の有効水量 
 

 

 

原図 （ 451 P300 製図１・問題用 ① ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図 （ 451 P307 製図１・解答用 ① ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原図 （ 451 P300 製図１・問題用 ② ） 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←水面 

  

 

有効水量 

⑴ 
⑵ 

⑴の間隔：１.６５Ｄ以上 ⑵の間隔：１５０㎜以上 

←水面 

  

 
D 

D：吸込み管の内径 

消火 

ポンプ 

水源水槽 

水面 

Ｄ：吸込み管の内径 

弁シート面 

水源水槽 

 

 

原図 （ 451 P307 製図１・解答用 ② ） 
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④ 

③ 
② 

① 

水面 

有効水量 

１.６５Ｄ以上 

①：０.５Ｄ以上 ②：５０㎜以上 

③：１.０Ｄ以上  ④：５Ｄ以上 

Ｄ  ：  吸込み管の内径 


